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東洋蘭-カンラン･シュンランー-の

ニホンミツバチの訪花行動

東洋蘭,キンリョウへン (Cymbidium pum-

ilum)-ニホンミツパテの働き蜂だけでなく雄

蜂までも訪花し,さらに分蜂群や逃亡群までも

集結 す る不思議 な現象 は福 田 (1988)や

Sasakietal.(1991)により報告された.吉田

(1997)は ｢最近の研究では,働き蜂のナサノ

フ腺から出される集合フェロモンと同一な化合

物をキンリョウへンが出しているという報告も

ある｣と記載 している.一方,岡田 (1959)は

｢ニホンミツパテがエビネを訪花することは有

名である｣と記載しているが,その後の報告で

ニホンミツバチが訪花する植物を 104種あげ

ているが,その中にはランの名前はみられない

(岡田,1991).この報告には,花屋の店先で近

ごろ多く見られるシンビジュウムCymbidium

spp.は蜜腺が花の付け根に存在し,そこにはニ

ホンミツバチの訪花が見られることを付け加え

ている.

田中 (1997)は,種の特定をしていないがハ

ナバチが訪花するランを 3種 (モジズリ,シラ

ン,シュンラン)報告している.

これまで,キンリョウへン以外の東洋蘭-

Cymbidium属でニホンミツバチが訪花すると

いう報告はみられない.ここでは筒井が育て開

花した2種のランを,菅原がセイヨウミツバチ

用の巣箱で飼うこホンミツバチに提示した結果

を報告する.

東洋蘭の品種名とミツバチへの提示

◎ カンラン (Cymbidium kanran)一花色が

薄緑の品種 (玉姫),赤褐色の品種 (緑宝),花

の数は2品種とも4つ.

◎ シュンラン (Cymbidium goeringii)一緋

菅原 道夫 ･筒井 克行

宝 (台湾原産),白雲 (台湾原産),西神梅 (中

国原産),宜春仙 (中国原産),紅乙女 (日本原

産),湖畔の月 (日本原産)の6品種.花の数は

｢湖畔の月｣が 1つ,他の品種は2つ.

巣箱の前から50cm離 して90×90cmのベ

ニヤ板を敷き,その上にランを植木鉢のまま置

いた.巣箱に出入りするハチの行動が妨げられ

ないように入口の前は通路として確保し,ラン

の鉢はその両側に置いた.カンランは2鉢,シ

ュンランは6鉢同時に提示した.提示した時間

は,カンランの場合午前 11時～12時,シュン

ランの場合午前 10時～12時であった.

結果と考察

カンランの提示は,1997年 11月 24日に行

った.この日はたいへん天気がよく,風はほと

んどなかった.ランを置いたとたんに 1匹の働

き蜂が花 (玉姫)の中に潜り込み数秒して身体

を少しゆするようにして,背中にポリニアを付

けて出てきた (図 1).-チはランの葉にしばら

く止まった後飛び去った.その後提示した時間

内に,花のそばに来て偵察するような行動は見

られたが,-チが花に潜り込むことはなかっ

た.外勤から巣に戻る-チの飛ぶ軌跡にもかわ

りはなかった.

シュンランの提示は, 1998年 3月8日に行

った.午前 10時の気温は8℃.晴れ,少 し北風

が吹いていた.巣箱の後ろには背の高いタケ

(トウテク)が植えられているので風によって

匂い物質が流れ去ることはない.-チの外勤活

動は多くなく,観察時間半ばで45個体 /1分

間 (帰るハチの数)であった.11時 21分,1匹

の-チが ｢緋宝｣に飛来 し花に頭を突っ込み
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図1-3:ランを訪花するニホンミツバチの働き蜂

上から図1:カンラン,図2:シュンラン(緋宝),

図3:シュンラン(宜春仙)

ポリニアを背中に付けて出てくる (図 2).次に

同 じハチが隣の ｢宜春仙｣に頑を突 っ込み,付

けていたポリニアを花に残 し,｢宜春仙｣のポリ

ニアを付けて出てくる (図 3).このハチはその

後 ｢緋宝｣- ｢紅乙女｣- ｢白雲｣- ｢宜春仙｣

と渡り歩き,3つのポリニアをそれぞれ別の品

種に運んだ. この間の時間は 10分を超えなか

った.

以上の結果は,東洋蘭と呼ばれるこれらの在

来種のランの受粉にニホンミツパテが貢献 して

いることを示すものである. これらのランはキ

ンリョウへ ンと同様に花に蜜腺は見 られない.

カンランもシュンランもその芳香が好まれ愛好

されている.今では,野生では少なくなったこ

れらのランが,その香 りによってニホンミツバ

チを引き付け自身の受精を成功させる戟略を獲

得 していると考えられる.
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ResponseofApisceranajaponicatotheFlo-

wersofsomevarietiesofOrlentalorchids,Cym-

bidiumkanranandCvirescenswasinvestlgaLed

atthefrontofthehive.A workersequentially

visitedthesenectar-less‖owersoldifferentorc-

hldsandbroughtapollinum tonextofeach

flower.Japaneseorchidsaresupposedtobepoト

1inated by thisnativehoneybeeln thewild

condition.


